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(57)【要約】
少なくとも１種のアミン末端ポリアミドを含有する選択的に剥ぎ取り可能な塗装組成物が
開示されている。これらの選択的に剥ぎ取り可能な塗装組成物から形成された多層被覆、
少なくとも１種のアミン末端ポリアミドを含有する塗装組成物を使用してストリッパーに
よる隣接被覆の選択的な除去を容易にする方法もまた、開示されている。具体的には、本
発明は、少なくとも１種のアミン末端ポリアミドを含有する塗装組成物であって、ここで
、該アミン末端ポリアミドの数平均分子量は、５００ダルトン～１００，０００ダルトン
の範囲である、塗装組成物を提供する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも１種のアミン末端ポリアミドを含有する塗装組成物であって、ここで、該アミ
ン末端ポリアミドの数平均分子量は、５００ダルトン～１００，０００ダルトンの範囲で
ある、塗装組成物。
【請求項２】
前記少なくとも１種のアミン末端ポリアミドの数平均分子量が、５００ダルトン～２５，
０００ダルトンの範囲である、請求項１に記載の塗装組成物。
【請求項３】
前記少なくとも１種のアミン末端ポリアミドの数平均分子量が、５００ダルトン～５，０
００ダルトンの範囲である、請求項１に記載の塗装組成物。
【請求項４】
前記少なくとも１種のアミン末端ポリアミドが、式（Ｉ）または式（ＩＩ）の構造を有す
る、請求項１に記載の塗装組成物であって：

【化１】

　ここで、
　各Ａは、別個に、Ｃ２～１２アルキレン、置換Ｃ２～１２アルキレン、Ｃ２～１２ヘテ
ロアルキレン、置換Ｃ２～１２ヘテロアルキレン、Ｃ５～１２アリーレン、置換Ｃ５～１

２アリーレン、Ｃ５～１２ヘテロアリーレン、置換Ｃ５～１２ヘテロアリーレン、Ｃ５～

１２シクロアルキレン、置換Ｃ５～１２シクロアルキレン、Ｃ５～１２ヘテロシクロアル
キレン、置換Ｃ５～１２ヘテロシクロアルキレン、Ｃ６～２４シクロアルキルアルキレン
、置換Ｃ６～２４シクロアルキルアルキレン、Ｃ６～２４ヘテロシクロアルキルアルキレ
ン、置換Ｃ６～２４ヘテロシクロアルキルアルキレン、Ｃ６～２４アリールアルキレン、
置換Ｃ６～２４アリールアルキレン、Ｃ６～２４ヘテロアリールアルキレン、および置換
Ｃ６～２４ヘテロアリールアルキレンから選択される；
　各Ｂは、別個に、Ｃ２～１２アルキレン、置換Ｃ２～１２アルキレン、Ｃ２～１２ヘテ
ロアルキレン、置換Ｃ２～１２ヘテロアルキレン、Ｃ５～１２アリーレン、置換Ｃ５～１

２アリーレン、Ｃ５～１２ヘテロアリーレン、置換Ｃ５～１２ヘテロアリーレン、Ｃ５～

１２シクロアルキレン、置換Ｃ５～１２シクロアルキレン、Ｃ５～１２ヘテロシクロアル
キレン、置換Ｃ５～１２ヘテロシクロアルキレン、Ｃ６～２４シクロアルキルアルキレン
、置換Ｃ６～２４シクロアルキルアルキレン、Ｃ６～２４ヘテロシクロアルキルアルキレ
ン、置換Ｃ６～２４ヘテロシクロアルキルアルキレン、Ｃ６～２４アリールアルキレン、
置換Ｃ６～２４アリールアルキレン、Ｃ６～２４ヘテロアリールアルキレン、および置換
Ｃ６～２４ヘテロアリールアルキレンから選択される；そして
　ｐは、前記少なくとも１種のアミン末端ポリアミドの数平均分子量が５００ダルトン～
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１００，０００ダルトンの範囲であるように選択される整数である、
　塗装組成物。
【請求項５】
前記少なくとも１種のアミン末端ポリアミドの数平均分子量が、５００ダルトン～２５，
０００ダルトンの範囲である、請求項４に記載の塗装組成物。
【請求項６】
前記少なくとも１種のアミン末端ポリアミドの数平均分子量が、５００ダルトン～５，０
００ダルトンの範囲である、請求項４に記載の塗装組成物。
【請求項７】
各Ａが、別個に、Ｃ２～１２アルキレン、置換Ｃ２～１２アルキレン、Ｃ２～１２ヘテロ
アルキレン、および置換Ｃ２～１２ヘテロアルキレンから選択される、請求項４に記載の
塗装組成物。
【請求項８】
各Ａが、別個に、Ｃ２～１２アルキレン、およびＣ２～１２ヘテロアルキレンから選択さ
れる、請求項４に記載の塗装組成物。
【請求項９】
各Ａが、別個に、－ＮＨ－Ｒ６－ＮＨ－、および－ＮＨ－Ｒ６－から選択され、ここで、
Ｒ６が、Ｃ１～８アルキレンから選択される、請求項４に記載の塗装組成物。
【請求項１０】
前記少なくとも１個の置換基が、Ｃ１～６アルキル、ハロ、シアノ、およびスルホニルか
ら選択される、請求項４に記載の塗装組成物。
【請求項１１】
各Ｂが、別個に、Ｃ２～１２アルキレン、置換Ｃ２～１２アルキレン、Ｃ２～１２ヘテロ
アルキレン、および置換Ｃ２～１２ヘテロアルキレンから選択される、請求項４に記載の
塗装組成物。
【請求項１２】
各Ｂが、別個に、少なくとも１個のＣ１～６アルキル置換基を有する置換Ｃ２～１２アル
キレンから選択される、請求項４に記載の塗装組成物。
【請求項１３】
前記少なくとも１種のアミン末端ポリアミドが、少なくとも１種のジアミンモノマーと少
なくとも１種の二塩基性モノマーとを反応させることにより、形成される。請求項１に記
載の塗装組成物。
【請求項１４】
前記少なくとも１種の二塩基性モノマーが、式（ＩＩＩ）の構造を有する、請求項１３に
記載の塗装組成物であって：
【化２】

　ここで、
　Ｒ１およびＲ２は、別個に、ハロゲン、－ＯＨ、－ＯＲ３、－ＮＨ２、および－ＮＲ４

Ｒ５から選択される；ここで、
　Ｒ３は、別個に、Ｃ１～６アルキル、置換Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６ヘテロアルキル
、および置換Ｃ１～６ヘテロアルキルから選択される；そして
　Ｒ４およびＲ５は、別個に、Ｈ、Ｃ１～１０アルキル、置換Ｃ１～１０アルキル、Ｃ１
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～１０ヘテロアルキル、および置換Ｃ１～１０ヘテロアルキルから選択される；そして
　Ａは、Ｃ２～１２アルキレン、置換Ｃ２～１２アルキレン、Ｃ２～１２ヘテロアルキレ
ン、置換Ｃ２～１２ヘテロアルキレン、Ｃ５～１２アリーレン、置換Ｃ５～１２アリーレ
ン、Ｃ５～１２ヘテロアリーレン、置換Ｃ５～１２ヘテロアリーレン、Ｃ５～１２シクロ
アルキレン、置換Ｃ５～１２シクロアルキレン、Ｃ５～１２ヘテロシクロアルキレン、置
換Ｃ５～１２ヘテロシクロアルキレン、Ｃ６～２４シクロアルキルアルキレン、置換Ｃ６

～２４シクロアルキルアルキレン、Ｃ６～２４ヘテロシクロアルキルアルキレン、置換Ｃ

６～２４ヘテロシクロアルキルアルキレン、Ｃ６～２４アリールアルキレン、置換Ｃ６～

２４アリールアルキレン、Ｃ６～２４ヘテロアリールアルキレン、および置換Ｃ６～２４

ヘテロアリールアルキレンから選択される、
　塗装組成物。
【請求項１５】
Ｒ１およびＲ２が、－ＯＨであるか、Ｒ１およびＲ２が、－ＯＣＨ３であるか、あるいは
、Ｒ１およびＲ２が、－ＮＨ２である、請求項１４に記載の塗装組成物。
【請求項１６】
Ａが、Ｃ２～１０アルキレン、置換Ｃ２～１０アルキレン、Ｃ２～１０ヘテロアルキレン
、および置換Ｃ２～１０ヘテロアルキレンから選択される、請求項１４に記載の塗装組成
物。
【請求項１７】
Ａが、Ｃ２～１０アルキレン、およびＣ２～１０ヘテロアルキレンから選択される、請求
項１４に記載の塗装組成物。
【請求項１８】
Ａが、－ＮＨ－Ｒ６－ＮＨ－、および－ＮＨ－Ｒ６－から選択され、ここで、Ｒ６が、Ｃ

１～８アルキレンから選択される、請求項１４に記載の塗装組成物。
【請求項１９】
前記少なくとも１個の置換基が、Ｃ１～６アルキル、ハロ、アミノ、シアノ、およびスル
ホニルから選択される、請求項１４に記載の塗装組成物。
【請求項２０】
前記二塩基性モノマーが、二塩基性エステルから選択される、請求項１３に記載の塗装組
成物。
【請求項２１】
前記二塩基性エステルが、アジピン酸ジメチル、グルタル酸ジメチル、およびコハク酸ジ
メチルから選択される、請求項２０に記載の塗装組成物。
【請求項２２】
前記ジアミンモノマーが、式（ＩＶ）の構造を有する、請求項１３に記載の塗装組成物で
あって：
【化３】

　ここで、Ｂは、Ｃ２～１０アルキレン、置換Ｃ２～１０アルキレン、Ｃ２～１０ヘテロ
アルキレン、置換Ｃ２～１０ヘテロアルキレン、Ｃ５～１０アリーレン、置換Ｃ５～１０

アリーレン、Ｃ５～１０ヘテロアリーレン、置換Ｃ５～１０ヘテロアリーレン、Ｃ５～１

０シクロアルキレン、置換Ｃ５～１０シクロアルキレン、Ｃ５～１０ヘテロシクロアルキ
レン、置換Ｃ５～１０ヘテロシクロアルキレン、Ｃ６～２４シクロアルキルアルキレン、
置換Ｃ６～２４シクロアルキルアルキレン、Ｃ６～２４ヘテロシクロアルキルアルキレン
、置換Ｃ６～２４ヘテロシクロアルキルアルキレン、Ｃ６～２４アリールアルキレン、置
換Ｃ６～２４アリールアルキレン、Ｃ６～２４ヘテロアリールアルキレン、および置換Ｃ
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６～２４ヘテロアリールアルキレンから選択される、
　塗装組成物。
【請求項２３】
Ｂが、Ｃ２～１０アルキレン、置換Ｃ２～１０アルキレン、Ｃ２～１０ヘテロアルキレン
、および置換Ｃ２～１０ヘテロアルキレンから選択される、請求項２２に記載の塗装組成
物。
【請求項２４】
Ｂが、少なくとも１個のＣ１～６アルキル置換基を有する置換Ｃ２～１０アルキレンから
選択される、請求項２２に記載の塗装組成物。
【請求項２５】
前記少なくとも１種のジアミンモノマーが、Ｃ２～８アルキレンジアミン、および置換Ｃ

２～８アルキレンジアミンから選択される、請求項１３に記載の塗装組成物。
【請求項２６】
前記少なくとも１種のジアミンモノマーが、メチル置換アルキレンジアミンから選択され
る、請求項１３に記載の塗装組成物。
【請求項２７】
前記ジアミンモノマーが、２－メチルペンタメチレンジアミン、１，２－ジアミン、およ
びアミノエチルピペラジンから選択される、請求項１３に記載の塗装組成物。
【請求項２８】
前記ジアミンモノマーが、２－メチルペンタメチレンジアミンであり、そして前記ジエス
テルモノマーが、アジピン酸ジメチルである、請求項１３に記載の塗装組成物。
【請求項２９】
さらに、少なくとも１種のエポキシ硬化剤を含有する、請求項１に記載の塗装組成物。
【請求項３０】
前記エポキシ硬化剤が、ビスフェノールＡのグリシジルエーテル、ヒダントインジエポキ
シド、ビスフェノール－Ｆのジグリシジルエーテル、ノボラック型エポキシド、およびそ
れらの混合物から選択される、請求項２９に記載の塗装組成物。
【請求項３１】
前記塗装組成物が、さらに、少なくとも１種の溶媒を含有する、請求項１に記載の塗装組
成物。
【請求項３２】
前記少なくとも１種の溶媒が、イソプロパノール、１－プロパノール、および／またはエ
タノールから選択される、請求項３１に記載の塗装組成物。
【請求項３３】
前記塗装組成物が、さらに、顔料、充填剤、および添加剤のうちの少なくとも１種を含有
する、請求項１に記載の塗装組成物。
【請求項３４】
前記塗装組成物の樹脂固形分含量が、該塗装組成物の全重量を基準にして、１パーセント
～５０パーセントの範囲である、請求項１に記載の塗装組成物。
【請求項３５】
前記塗装組成物の樹脂固形分含量が、該塗装組成物の全重量を基準にして、３０パーセン
ト～４０パーセントの範囲である、請求項１に記載の塗装組成物。
【請求項３６】
前記塗装組成物の揮発性有機物含量が、７００ｇ／Ｌ未満である、請求項１に記載の塗装
組成物。
【請求項３７】
以下を含む、多層被覆：
　第一被覆；
　第二被覆；および
　該第一被覆と該第二被覆との間の配置された中間被覆であって、ここで、該中間被覆は
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、少なくとも１種のアミン末端ポリアミドを含む、
　多層被覆。
【請求項３８】
前記少なくとも１種のアミン末端ポリアミドの数平均分子量が、５００ダルトン～１００
，０００ダルトンの範囲である、請求項３７に記載の多層被覆。
【請求項３９】
前記中間被覆が、さらに、少なくとも１種のエポキシ硬化剤を含む、請求項３７に記載の
多層被覆。
【請求項４０】
前記中間被覆が、ストリッパーの存在下にて、選択的に剥ぎ取り可能である、請求項３７
に記載の多層被覆。
【請求項４１】
前記ストリッパーが、ベンジルアルコール系ストリッパーから選択される、請求項４０に
記載の多層被覆。
【請求項４２】
前記第一被覆が、エポキシ－アミン系プライマー被覆から選択される、請求項３７に記載
の多層被覆。
【請求項４３】
前記第二被覆が、ポリウレタン系トップコートから選択される、請求項３７に記載の多層
被覆。
【請求項４４】
前記中間被覆の乾燥膜厚が、０．０５ミル～１ミルの範囲である、請求項３７に記載の多
層被覆。
【請求項４５】
前記中間被覆の乾燥膜厚が、０．２ミル～０．５ミルの範囲である、請求項３７に記載の
多層被覆。
【請求項４６】
前記少なくとも１種のアミン末端ポリアミドが、少なくとも１種の二塩基性モノマーと少
なくとも１種のジアミンモノマーとを反応させることにより、形成される、請求項３７に
記載の多層被覆。
【請求項４７】
前記多層被覆が、ＢＳＳ　７２２５仕様に従った回転アーム雨浸食耐性試験に合格する、
請求項３７に記載の多層被覆。
【請求項４８】
前記多層被覆が、ＢＳＳ　７２２５仕様に従った回転アーム雨浸食耐性試験、乾燥接着性
試験、湿潤接着性試験、衝撃耐性試験、およびホットスカイドロール耐性試験に合格する
、請求項３７に記載の多層被覆。
【請求項４９】
前記中間被覆が、７００ｇ／Ｌ未満の揮発性有機物含量を有する溶液から塗布される、請
求項３７に記載の多層被覆。
【請求項５０】
多層被覆を形成する方法であって、該方法は、以下の工程：
　基板に、硬化可能第一被覆を塗布する工程；
　該第一被覆を乾燥する工程；
　該第一被覆に中間被覆を塗布する工程であって、ここで、該中間被覆は、少なくとも１
種のアミン末端ポリアミドを含む、工程；
　該中間被覆を乾燥する工程；そして
　該中間被覆に硬化可能トップコートを塗布する工程、
を包含する方法。
【請求項５１】
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前記中間被覆が、さらに、少なくとも１種のエポキシ硬化剤を含む、請求項１に記載の方
法。
【請求項５２】
さらに、前記少なくとも乾燥した第一被覆に少なくとも１層のアンダーコートを塗布する
工程、そして前記中間被覆を塗布する前に、該少なくとも１層のアンダーコートを乾燥す
る工程を包含する、請求項５０に記載の方法。
【請求項５３】
前記中間被覆が、前記トップコートにストリッパーを塗布したとき、該トップコートの選
択的剥ぎ取りを容易にする、請求項５０に記載の方法。
【請求項５４】
前記ストリッパーが、ベンジルアルコール系ストリッパーを含む、請求項５３に記載の方
法。
【請求項５５】
前記基板が、航空機またはエアロスペースビークルの表面である、請求項５０に記載の方
法。
【請求項５６】
前記第一被覆が、エポキシ－アミン系プライマー被覆から選択される、請求項５０に記載
の方法。
【請求項５７】
前記トップコートが、ポリウレタン系被覆から選択される、請求項５０に記載の方法。
【請求項５８】
前記少なくとも１種のアミン末端ポリアミドが、少なくとも１種の二塩基性モノマーと少
なくとも１種のジアミンモノマーとを反応させることにより、形成される、請求項５０に
記載の方法。
【請求項５９】
前記少なくとも１種のアミン末端ポリアミドの数平均分子量が、５００ダルトン～１００
，０００ダルトンの範囲である、請求項５０に記載の方法。
【請求項６０】
ベースコートに硬化可能トップコートを上塗りする方法であって、該方法は、以下の工程
：
　該ベースコートに中間被覆を塗布する工程であって、ここで、該中間被覆は、少なくと
も１種のアミン末端ポリアミドを含む、工程；
　該中間被覆を少なくとも乾燥する工程；
　該中間被覆にトップコートを塗布する工程；そして
　該トップコートを硬化する工程であって、ここで、該中間被覆は、ストリッパーにより
該ベースコートから該トップコートを除去するのを容易にする、工程、
　を包含する方法。
【請求項６１】
前記中間被覆が、さらに、少なくとも１種のエポキシ硬化剤を含む、請求項６０に記載の
方法。
【請求項６２】
前記ベースコートが、プライマー被覆から選択される、請求項６０に記載の方法。
【請求項６３】
前記少なくとも１種のアミン末端ポリアミドの数平均分子量が、５００ダルトン～１００
，０００ダルトンの範囲である、請求項６０に記載の方法。
【請求項６４】
硬化ベースコートを有する基板を処理して、引き続いて塗布されるトップコートのストリ
ッパーによる除去を容易にする方法であって、該方法は、以下の工程を包含する：
　該硬化ベースコートに、少なくとも１種のアミン末端ポリアミドを含む中間被覆を塗布
する工程。
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【請求項６５】
前記中間被覆が、さらに、少なくとも１種のエポキシ硬化剤を含む、請求項６４に記載の
方法。
【請求項６６】
前記少なくとも１種のアミン末端ポリアミドの数平均分子量が、５００ダルトン～１００
，０００ダルトンの範囲である、請求項６４に記載の方法。
【請求項６７】
前記ベースコートが、プライマー被覆から選択される、請求項６４に記載の方法。
【請求項６８】
前記トップコートが、ポリウレタン系被覆から選択される、請求項６４に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、少なくとも１種のアミン末端ポリアミドを含有する選択的に剥ぎ取り可能な
（ｓｅｌｅｃｔｉｖｅｌｙ　ｓｔｒｉｐｐａｂｌｅ）塗装組成物、選択的に剥ぎ取り可能
な中間被覆を含む多層被覆、ならびにこれらの塗装組成物および中間被覆を使用してスト
リッパーによる隣接被覆の選択的除去を容易にする方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　航空機またはエアロスペースビークルの表面は、典型的には、多層被覆で塗装されてい
る。例えば、航空機用および宇宙航空用の被覆は、耐食性プライマー、ベースコート、お
よびトップコートを含み得る。ある種の多層被覆では、これらの被覆層のいずれかの間に
おいて、中間層の接着性を高めるために、タイコートもまた使用できる。航空機またはエ
アロスペースビークルを再塗装するとき、少なくとも、そのトップコートは、新たなトッ
プコートの塗布前に、除去できる。トップコートは、例えば、このトップコートを機械的
に擦り減らすことにより除去できるか、あるいは、ストリッパーを使用してトップコート
を剥ぎ取ることにより除去できる。トップコートを除去するのに使用されるストリッパー
は、例えば、ベンジルアルコール水溶液、塩素化溶媒、環境ストリッパー、または界面活
性剤含有水溶液をベースにし得る。
【０００３】
　多層被覆を再塗装用に作製するとき、下にある被覆層の一部も除去することなく、その
トップコートを除去することが有用であり得る。特に、毒性化合物（例えば、クロメート
）を含み得るプライマー被覆を廃棄しなければならないことを回避するために、および／
または多層被覆が配置される基板を再びプライマー塗装しなければならないことを回避す
るために、そのプライマー被覆を除去しないことが望ましい。下にあるプライマー被覆を
除去することなく、トップコート層の除去を容易にするために、このトップコート層と下
にある被覆層との間に、中間被覆が使用できる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　低ＶＯＣ（「揮発性有機物含量」）調合物から塗布できる選択的に剥ぎ取り可能な塗膜
形成中間被覆が依然として必要とされており、これらは、航空機産業および航空宇宙産業
で使用される被覆と共に、有用である。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　（本開示で使用される定義）
　特に明記しない限り、例えば、本明細書および請求の範囲で使用される成分の量、反応
条件などを示す全ての数値は、いずれの場合にも、「約」との用語により修飾されること
が理解できるはずである。従って、本明細書中で述べる数値パラメータは、他にそうでな
いことが示されていない限り、近似値であり、これは、得られる所望の特性に依存して、
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変わり得る。
【０００６】
　本願において、単数の使用は、特に明記しない限り、複数を含む。本願において、「ま
たは」の使用は、特に明記しない限り、「および／または」を意味する。さらに、「含む
」との用語だけでなく、他の形状（例えば、「を含む」および「含まれる」）の使用は、
制限的ではない。
【０００７】
　「アルキル」とは、親アルカン、アルケンまたはアルキンの単一炭素原子から１個の水
素原子を除去することにより誘導される飽和または不飽和、分枝、直鎖または環状の一価
炭化水素基を意味する。「アルキル」との用語は、具体的には、任意の飽和度または飽和
レベルを有する基、すなわち、炭素－炭素単結合だけを含む基、１個以上の炭素－炭素二
重結合を有する基、１個以上の炭素－炭素三重結合を有する基、および炭素－炭素単、二
重結合および三重結合の混合物を有する基を含むと解釈される。特定の実施形態では、ア
ルキル基は、１個～１２個の炭素原子を含む。他の実施形態では、アルキル基は、１個～
６個の炭素原子を含む。
【０００８】
　「アルキレン」とは、親アルカン、アルケンまたはアルキンの１個または２個の炭素原
子から２個の水素原子を除去することにより誘導される飽和または不飽和、分枝、直鎖ま
たは環状の二価炭化水素基を意味する。「アルキレン」との用語は、具体的には、任意の
飽和度または飽和レベルを有する基、すなわち、炭素－炭素単結合だけを含む基、１個以
上の炭素－炭素二重結合を有する基、１個以上の炭素－炭素三重結合を有する基、および
炭素－炭素単、二重結合および三重結合の混合物を有する基を含むと解釈される。特定の
実施形態では、アルキレン基は、２個～１２個の炭素原子を含む。
【０００９】
　「アミン」とは、ラジカル－ＮＨ２、および－ＮＲ’Ｒ”を意味し、ここで、Ｒ’およ
びＲ”は、別個に、Ｈ、Ｃ１～１０アルキル、置換Ｃ１～１０アルキル、Ｃ１～１０ヘテ
ロアルキル、および置換Ｃ１～１０ヘテロアルキル（これらは、本明細書中で定義されて
いる）から選択される。
【００１０】
　「アリール」とは、親芳香族環系の単一炭素原子から１個の水素原子を除去することに
より誘導される一価芳香族炭化水素基を意味する。特定の実施形態では、アリール基は、
５個～１２個の炭素原子を含み得る。
【００１１】
　「アリーレン」とは、親芳香族環系の１個または２個の炭素原子から２個の水素原子を
除去することにより誘導される二価芳香族炭化水素基を意味する。特定の実施形態では、
アリーレン基は、５個～１２個の炭素原子を含み得る。
【００１２】
　「アリールアルキル」とは、炭素原子（典型的には、末端またはｓｐ３炭素原子）に結
合した水素原子の１個をアリール基で置き換えた非環式アルキル基を意味する。特定の実
施形態では、アリールアルキル基は、Ｃ６～２４アリールアルキルであり得、例えば、ア
リールアルキル基のアルキル部分は、Ｃ１～１２であり得、そしてアリール部分は、Ｃ５

～１２であり得る。
【００１３】
　「アリールアルキレン」とは、アリール基の水素原子の１個をアルキル基で置き換える
ことにより誘導されるか、あるいは芳香族基の水素原子の２個をアルキル基で置き換える
ことにより誘導される二価基を意味する。特定の実施形態では、アリールアルキレン基は
、Ｃ６～２４アリールアルキレンであり得、例えば、アリールアルキレン基のアルキル部
分は、Ｃ１～１２であり得、そしてアリール部分は、Ｃ５～１２であり得る。
【００１４】
　「シアノ」とは、ラジカル－ＣＮを意味する。
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【００１５】
　「シクロアルキル」とは、飽和または不飽和の環式アルキル基を意味する。特定の実施
形態では、シクロアルキル基は、Ｃ５～１２シクロアルキルであり得る。
【００１６】
　「シクロアルキレン」とは、飽和または不飽和の環式アルキレン基を意味する。特定の
実施形態では、シクロアルキレン基は、Ｃ５～１２シクロアルキレンであり得る。
【００１７】
　「シクロアルキルアルキル」とは、炭素原子（典型的には、末端またはｓｐ３炭素原子
）に結合した水素原子の１個をシクロアルキル基で置き換えた非環式アルキル基を意味す
る。特定の実施形態では、シクロアルキルアルキル基は、Ｃ６～２４シクロアルキルアル
キルであり得、例えば、シクロアルキルアルキル基のアルキル部分は、Ｃ１～１２であり
得、そしてシクロアルキル部分は、Ｃ５～１２であり得る。
【００１８】
　「シクロアルキルアルキレン」とは、シクロアルキル基の水素原子の１個をアルキル基
で置き換えることにより誘導されるか、あるいは、環式アルカン、アルケンまたはアルキ
ニル部分の水素原子の２個をアルキル基で置き換えることにより誘導される二価基を意味
する。特定の実施形態では、シクロアルキルアルキレン基は、Ｃ６～２４シクロアルキル
アルキレンであり得、シクロアルキルアルキル基のアルキル部分は、Ｃ１～１２であり得
、そしてシクロアルキル部分は、Ｃ５～１２であり得る。
【００１９】
　「ハロゲン」とは、フルオロ、クロロ、ブロモまたはヨード基を意味する。
【００２０】
　「ヘテロアルキル」とは、炭素原子および／または任意の会合した水素原子の１個以上
を、それぞれ別個に、同一または異なるヘテロ原子基で置き換えたアルキル基を意味し、
ここで、アルキル基は、本明細書中で定義されている。
【００２１】
　「ヘテロアルキレン」とは、炭素原子および／または任意の会合した水素原子の１個以
上を、それぞれ別個に、同一または異なるヘテロ原子基で置き換えたアルキレン基を意味
し、ここで、アルキレン基は、本明細書中で定義されている。特定の実施形態では、ヘテ
ロアリール基は、Ｃ２～１２アルキレンから誘導できる。
【００２２】
　「ヘテロアリール」とは、炭素原子および／または任意の会合した水素原子の１個以上
を、それぞれ別個に、同一または異なるヘテロ原子基で置き換えたアリール基を意味し、
ここで、アリール基は、本明細書中で定義されている。特定の実施形態では、ヘテロアリ
ール基は、Ｃ５～１２アリールから誘導できる。
【００２３】
　「ヘテロアリーレン」とは、炭素原子および／または任意の会合した水素原子の１個以
上を、それぞれ別個に、同一または異なるヘテロ原子基で置き換えたアリーレン基を意味
し、ここで、アリーレン基は、本明細書中で定義されている。特定の実施形態では、ヘテ
ロアリーレン基は、Ｃ５～１２アリーレンから誘導できる。
【００２４】
　「ヘテロアリールアルキル」とは、炭素原子および／または任意の会合した水素原子の
１個以上を、それぞれ別個に、同一または異なるヘテロ原子基で置き換えたアリールアル
キル基を意味し、ここで、アリールアルキル基は、本明細書中で定義されている。特定の
実施形態では、ヘテロアリールアルキル基は、Ｃ６～２４アリールアルキルから誘導でき
る。
【００２５】
　「ヘテロアリールアルキレン」とは、炭素原子および／または任意の会合した水素原子
の１個以上を、それぞれ別個に、同一または異なるヘテロ原子基で置き換えたアリールア
ルキレン基を意味し、ここで、アリールアルキレン基は、本明細書中で定義されている。
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ら誘導できる。
【００２６】
　「ヘテロ原子基」には、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｎ－、－Ｐ－、－Ｓｉ－、－Ｏ－Ｏ－、－
Ｓ－Ｓ－、－Ｏ－Ｓ－、－ＮＲ’－、＝Ｎ－Ｎ＝、－Ｎ＝Ｎ－、－Ｎ＝Ｎ－ＮＲ’－、－
ＰＨ－、－Ｐ（Ｏ）２－、－Ｏ－Ｐ（Ｏ）２－、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２－などが挙
げられるが、これらに限定されず、ここで、Ｒ’は、水素、アルキル、置換アルキル、シ
クロアルキル、置換シクロアルキル、アリールまたは置換アリールである。
【００２７】
　「ヘテロシクロアルキル」とは、炭素原子および／または任意の会合した水素原子の１
個以上を、それぞれ別個に、同一または異なるヘテロ原子基で置き換えたシクロアルキル
基を意味し、ここで、シクロアルキル基は、本明細書中で定義されている。特定の実施形
態では、ヘテロシクロアルキル基は、Ｃ６～２４シクロアルキルから誘導できる。
【００２８】
　「ヘテロシクロアルキレン」とは、炭素原子および／または任意の会合した水素原子の
１個以上を、それぞれ別個に、同一または異なるヘテロ原子基で置き換えたシクロアルキ
レン基を意味し、ここで、シクロアルキレン基は、本明細書中で定義されている。特定の
実施形態では、ヘテロシクロアルキレン基は、Ｃ６～２４シクロアルキレンから誘導でき
る。
【００２９】
　「ヘテロシクロアルキルアルキル」とは、炭素原子および／または任意の会合した水素
原子の１個以上を、それぞれ別個に、同一または異なるヘテロ原子基で置き換えたシクロ
アルキルアルキル基を意味し、ここで、シクロアルキルアルキル基は、本明細書中で定義
されている。特定の実施形態では、ヘテロシクロアルキルアルキル基は、Ｃ６～２４シク
ロアルキルアルキルから誘導できる。
【００３０】
　「ヘテロシクロアルキルアルキレン」とは、炭素原子および／または任意の会合した水
素原子の１個以上を、それぞれ別個に、同一または異なるヘテロ原子基で置き換えたシク
ロアルキルアルキレン基を意味し、ここで、シクロアルキルアルキレン基は、本明細書中
で定義されている。特定の実施形態では、ヘテロシクロアルキルアルキレン基は、Ｃ６～

２４シクロアルキルアルキレンから誘導できる。
【００３１】
　「置換」とは、１個以上の水素原子を、それぞれ別個に、同一または異なる置換基で置
き換えた基を意味する。置換基の例には、ハロゲン、－Ｓ（Ｏ）２ＯＨ、－Ｓ（Ｏ）２、
－ＣＯＯＨ、－ＮＯ２、－ＮＨ２、－ＣＮ、Ｃ１～６アルキル、－ＣＦ３、および－ＣＯ
Ｒ”’が挙げられるが、これらに限定されず、ここで、Ｒ”’は、Ｃ１～６アルキルから
選択される。
【００３２】
　「スルホニル」とは、ラジカル－Ｓ（Ｏ）２基を意味する。
【００３３】
　本開示の塗装組成物は、少なくとも１種のアミン末端ポリアミドを含有する。本開示の
アミン末端ポリアミドは、式（Ｉ）または式（ＩＩ）の構造を有し得る：
【００３４】
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【化４】

　ここで、
　各Ａは、別個に、Ｃ２～１２アルキレン、置換Ｃ２～１２アルキレン、Ｃ２～１２ヘテ
ロアルキレン、置換Ｃ２～１２ヘテロアルキレン、Ｃ５～１２アリーレン、置換Ｃ５～１

２アリーレン、Ｃ５～１２ヘテロアリーレン、置換Ｃ５～１２ヘテロアリーレン、Ｃ５～

１２シクロアルキレン、置換Ｃ５～１２シクロアルキレン、Ｃ５～１２ヘテロシクロアル
キレン、置換Ｃ５～１２ヘテロシクロアルキレン、Ｃ６～２４シクロアルキルアルキレン
、置換Ｃ６～２４シクロアルキルアルキレン、Ｃ６～２４ヘテロシクロアルキルアルキレ
ン、置換Ｃ６～２４ヘテロシクロアルキルアルキレン、Ｃ６～２４アリールアルキレン、
置換Ｃ６～２４アリールアルキレン、Ｃ６～２４ヘテロアリールアルキレン、および置換
Ｃ６～２４ヘテロアリールアルキレンから選択される；
　各Ｂは、別個に、Ｃ２～１２アルキレン、置換Ｃ２～１２アルキレン、Ｃ２～１２ヘテ
ロアルキレン、置換Ｃ２～１２ヘテロアルキレン、Ｃ５～１２アリーレン、置換Ｃ５～１

２アリーレン、Ｃ５～１２ヘテロアリーレン、置換Ｃ５～１２ヘテロアリーレン、Ｃ５～

１２シクロアルキレン、置換Ｃ５～１２シクロアルキレン、Ｃ５～１２ヘテロシクロアル
キレン、置換Ｃ５～１２ヘテロシクロアルキレン、Ｃ６～２４シクロアルキルアルキレン
、置換Ｃ６～２４シクロアルキルアルキレン、Ｃ６～２４ヘテロシクロアルキルアルキレ
ン、置換Ｃ６～２４ヘテロシクロアルキルアルキレン、Ｃ６～２４アリールアルキレン、
置換Ｃ６～２４アリールアルキレン、Ｃ６～２４ヘテロアリールアルキレン、および置換
Ｃ６～２４ヘテロアリールアルキレンから選択される。
【００３５】
　式（Ｉ）および（ＩＩ）の化合物の特定の実施形態では、ｐは、このアミン末端ポリア
ミドの数平均分子量が、５００ダルトン～１００，０００ダルトン、特定の実施形態では
、５００ダルトン～２５，０００ダルトン、特定の実施形態では、５００ダルトン～５，
０００ダルトンの範囲であるように選択される整数であり得る。
【００３６】
　式（Ｉ）および（ＩＩ）の化合物の特定の実施形態では、各Ａは、別個に、Ｃ２～１２

アルキレン、置換Ｃ２～１２アルキレン、Ｃ２～１２ヘテロアルキレン、および置換Ｃ２

～１２ヘテロアルキレンから選択できる。
【００３７】
　式（Ｉ）および（ＩＩ）の化合物の特定の実施形態では、各Ａは、別個に、Ｃ２～１２

アルキレン、およびＣ２～１２ヘテロアルキレンから選択できる。
【００３８】
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　式（Ｉ）および（ＩＩ）の化合物の特定の実施形態では、各Ａは、別個に、－ＮＨ－Ｒ
６－ＮＨ－および－ＮＨ－Ｒ６－から選択でき、ここで、Ｒ６は、Ｃ１～８アルキレンか
ら選択される。
【００３９】
　式（Ｉ）および（ＩＩ）の化合物の特定の実施形態では、前記少なくとも１個の置換基
は、Ｃ１～６アルキル、ハロ、シアノ、およびスルホニルから選択できる。
【００４０】
　式（Ｉ）の化合物の特定の実施形態では、各Ｂは、別個に、Ｃ２～１２アルキレン、置
換Ｃ２～１２アルキレン、Ｃ２～１２ヘテロアルキレン、および置換Ｃ２～１２ヘテロア
ルキレンから選択できる。
【００４１】
　式（Ｉ）の化合物の特定の実施形態では、各Ｂは、別個に、少なくとも１個のＣ１～６

アルキル置換基を有する置換Ｃ２～１２アルキレンから選択できる。
【００４２】
　式（Ｉ）の化合物の特定の実施形態では、各Ｂは、別個に、メチル置換Ｃ２～１２アル
キレンから選択できる。
【００４３】
　本開示の塗装組成物を形成するのに使用されるアミン末端ポリアミドは、エステル、酸
、酸アミドおよび／またはカルバモイル基を有する二塩基性モノマーと、ジアミンモノマ
ーとを反応させることにより、調製できる。
【００４４】
　本開示のアミン末端ポリアミドを形成するのに使用される二塩基性モノマーは、式（Ｉ
ＩＩ）の構造を有し得る：
【００４５】
【化５】

　ここで、
　Ｒ１およびＲ２は、別個に、ハロゲン、－ＯＨ、－ＯＲ３、－ＮＨ２、および－ＮＲ４

Ｒ５から選択される；ここで、
　Ｒ３は、Ｃ１～６アルキル、置換Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６ヘテロアルキル、および
置換Ｃ１～６ヘテロアルキルから選択される；そして
　Ｒ４およびＲ５は、別個に、Ｈ、Ｃ１～１０アルキル、置換Ｃ１～１０アルキル、Ｃ１

～１０ヘテロアルキル、および置換Ｃ１～１０ヘテロアルキルから選択される；そして
　Ａは、Ｃ２～１２アルキレン、置換Ｃ２～１２アルキレン、Ｃ２～１２ヘテロアルキレ
ン、置換Ｃ２～１２ヘテロアルキレン、Ｃ５～１２アリーレン、置換Ｃ５～１２アリーレ
ン、Ｃ５～１２ヘテロアリーレン、置換Ｃ５～１２ヘテロアリーレン、Ｃ５～１２シクロ
アルキレン、置換Ｃ５～１２シクロアルキレン、Ｃ５～１２ヘテロシクロアルキレン、置
換Ｃ５～１２ヘテロシクロアルキレン、Ｃ６～２４シクロアルキルアルキレン、置換Ｃ６

～２４シクロアルキルアルキレン、Ｃ６～２４ヘテロシクロアルキルアルキレン、置換Ｃ

６～２４ヘテロシクロアルキルアルキレン、Ｃ６～２４アリールアルキレン、置換Ｃ６～

２４アリールアルキレン、Ｃ６～２４ヘテロアリールアルキレン、および置換Ｃ６～２４

ヘテロアリールアルキレンから選択される。
【００４６】
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　式（ＩＩＩ）の化合物の特定の実施形態では、Ｒ１およびＲ２は、－ＯＨであるか、Ｒ
１およびＲ２は、－ＯＣＨ３であるか、あるいはＲ１およびＲ２は、－ＮＨ２である。
【００４７】
　式（ＩＩＩ）の化合物の特定の実施形態では、Ａは、Ｃ２～１２アルキレン、置換Ｃ２

～１２アルキレン、Ｃ２～１２ヘテロアルキレン、および置換Ｃ２～１２ヘテロアルキレ
ンから選択できる。
【００４８】
　式（ＩＩＩ）の化合物の特定の実施形態では、Ａは、Ｃ２～１０アルキレン、およびＣ

２～１０ヘテロアルキレンから選択できる。
【００４９】
　式（ＩＩＩ）の化合物の特定の実施形態では、Ａは、－ＮＨ－Ｒ６－ＮＨ－、および－
ＮＨ－Ｒ６－から選択でき、ここで、Ｒ６は、Ｃ１～１２アルキレンから選択される。
【００５０】
　式（ＩＩＩ）の化合物の特定の実施形態では、前記少なくとも１個の置換基は、Ｃ１～

６アルキル、ハロ、シアノ、およびスルホニルから選択できる。
【００５１】
　特定の実施形態では、二塩基性モノマーは、二塩基性エステル（例えば、ジメチルエス
テル（例えば、アジピン酸ジメチル、グルタル酸ジメチル、コハク酸ジメチルなど））か
ら選択できる。適当な二塩基性エステルは、ＤｕＰｏｎｔから市販されている。
【００５２】
　特定の実施形態では、二塩基性モノマーは、二塩基酸（例えば、ペンタンジオン酸、ア
ジピン酸、ヘプタンジオン酸、セバシン酸、ノナンジオン酸など）から選択できる。
【００５３】
　本開示のアミン末端ポリアミドを形成するのに使用されるジアミンは、式（ＩＶ）の構
造を有し得る：
【００５４】
【化６】

　ここで、Ｂは、Ｃ２～１２アルキレン、置換Ｃ２～１２アルキレン、Ｃ２～１２ヘテロ
アルキレン、置換Ｃ２～１２ヘテロアルキレン、Ｃ５～１２アリーレン、置換Ｃ５～１２

アリーレン、Ｃ５～１２ヘテロアリーレン、置換Ｃ５～１２ヘテロアリーレン、Ｃ５～１

２シクロアルキレン、置換Ｃ５～１２シクロアルキレン、Ｃ５～１２ヘテロシクロアルキ
レン、置換Ｃ５～１２ヘテロシクロアルキレン、Ｃ６～２４シクロアルキルアルキレン、
置換Ｃ６～２４シクロアルキルアルキレン、Ｃ６～２４ヘテロシクロアルキルアルキレン
、置換Ｃ６～２４ヘテロシクロアルキルアルキレン、Ｃ６～２４アリールアルキレン、置
換Ｃ６～２４アリールアルキレン、Ｃ６～２４ヘテロアリールアルキレン、および置換Ｃ

６～２４ヘテロアリールアルキレンから選択される。
【００５５】
　式（ＩＶ）の化合物の特定の実施形態では、Ｂは、Ｃ２～１０アルキレン、置換Ｃ２～

１２アルキレン、Ｃ２～１２ヘテロアルキレン、および置換Ｃ２～１０ヘテロアルキレン
から選択できる。
【００５６】
　式（ＩＶ）の化合物の特定の実施形態では、Ｂは、少なくとも１個のＣ１～６アルキル
置換基を有する置換Ｃ２～１２アルキレンから選択できる。
【００５７】
　式（ＩＶ）の化合物の特定の実施形態では、前記少なくとも１個の置換基は、Ｃ１～６
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アルキル、ハロ、シアノ、およびスルホニルから選択できる。
【００５８】
　式（ＩＶ）の化合物の特定の実施形態では、ジアミンモノマーは、メチル置換Ｃ１～６

アルキレンジアミン（例えば、２－メチルペンタメチレンジアミン、ブタン－１，３－ジ
アミンなど）から選択できる。適当なジアミンは、例えば、ＤＹＴＥＫの商標で、ＤｕＰ
ｏｎｔから市販されている。
【００５９】
　特定の実施形態では、ラクタム（アミノカルボン酸の環状アミドを含めて）、およびそ
の環の１個以上の炭素原子を不飽和またはヘテロ原子で置き換えた類似物を、本開示のア
ミン末端ポリアミドを形成するために、反応させることができる。特定の実施形態では、
本開示のアミン末端ポリアミドらを形成するのに使用されるラクタムは、式（Ｖ）の構造
を有し得る：
【００６０】
【化７】

　ここで、Ｃは、Ｃ２～１２アルキレン、置換Ｃ２～１２アルキレン、Ｃ２～１２ヘテロ
アルキレン、置換Ｃ２～１２ヘテロアルキレン、Ｃ６～２０シクロアルキルアルキレン、
置換Ｃ６～２０シクロアルキルアルキレン、Ｃ６～２０ヘテロシクロアルキルアルキレン
、Ｃ６～２０ヘテロシクロアルキルアルキレン、Ｃ６～２０アリールアルキレン、Ｃ６～

２０置換アリールアルキレン、Ｃ６～２０ヘテロアリールアルキレン、および置換Ｃ６～

２０ヘテロアリールアルキレンから選択される。
【００６１】
　式（Ｖ）の化合物の特定の実施形態では、Ｃは、Ｃ２～１２アルキレン、置換Ｃ２～１

２アルキレン、Ｃ２～１２ヘテロアルキレン、置換Ｃ２～１２ヘテロアルキレンから選択
できる。
【００６２】
　式（Ｖ）の化合物の特定の実施形態では、Ｃは、少なくとも１個のＣ１～６アルキル置
換基を有する置換Ｃ２～１２アルキレンから選択できる。
【００６３】
　式（Ｖ）の化合物の特定の実施形態では、前記少なくとも１個の置換基は、Ｃ１～６ア
ルキル、ハロゲン、シアノ、およびスルホニルから選択できる。
【００６４】
　特定の実施形態では、本開示のアミン末端ポリアミドを形成するのに有用なアミノ酸は
、式（ＶＩ）の構造を有する：
【００６５】
【化８】
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　ここで、Ｄは、Ｃ２～１２アルキレン、置換Ｃ２～１２アルキレン、Ｃ２～１２ヘテロ
アルキレン、置換Ｃ２～１２ヘテロアルキレン、Ｃ５～１２アリーレン、置換Ｃ２～１２

アリーレン、Ｃ５～１２ヘテロアリーレン、置換Ｃ５～１２ヘテロアリーレン、Ｃ５～１

２シクロアルキレン、置換Ｃ５～１２シクロアルキレン、Ｃ５～１２ヘテロシクロアルキ
レン、置換Ｃ５～１２ヘテロシクロアルキレン、Ｃ６～２４シクロアルキルアルキレン、
置換Ｃ６～２４シクロアルキルアルキレン、Ｃ６～２４ヘテロシクロアルキルアルキレン
、置換Ｃ６～２４ヘテロシクロアルキルアルキレン、Ｃ６～２４アリールアルキレン、置
換Ｃ６～２４アリールアルキレン、Ｃ６～２４ヘテロアリールアルキレン、および置換Ｃ

６～２４ヘテロアリールアルキレンから選択される。
【００６６】
　本開示のアミン末端ポリアミドは、１種またはそれ以上の種類のモノマーを反応させる
ことにより、形成できる。例えば、アミン末端ポリアミドは、１種類の二塩基性モノマー
と１種またはそれ以上の種類のジアミンとを反応させることにより形成できるか、あるい
は１種またはそれ以上の種類のラクタムが反応できる。特定の実施形態では、本開示のア
ミン末端ポリアミドは、１個以上の末端アミン基を含み得る。
【００６７】
　本開示のアミン末端ポリアミドは、式（ＩＩＩ）の二塩基性モノマーと式（ＩＶ）のジ
アミンモノマーとを反応させることにより、形成できる。本開示のアミン末端ポリアミド
を形成するのに使用される二塩基性モノマーは、同じ構造を有し得るか、あるいは、異な
る二塩基性モノマーの混合物であり得る。同様に、本開示のアミン末端ポリアミドを形成
するのに使用されるジアミンモノマーは、同じ構造を有し得るか、あるいは、異なるジア
ミンモノマーの混合物であり得る。本開示のアミン末端ポリアミドを形成するために、ｐ
モルの二塩基性モノマー、あるいは二塩基性モノマーの混合物は、ｐ＋１モルのジアミン
モノマー、あるいはジアミンモノマーの混合物と反応できる。一般的な反応は、スキーム
１で示されている：
　（スキーム１）
【００６８】
【化９】

　本開示のアミン末端ポリアミドは、スキーム２で示すように、少なくとも１種の二酸ハ
ライド（例えば、ジクロロハライド）と少なくとも１種のジアミンとを反応させることに
より、形成できる：
　（スキーム２）
【００６９】



(17) JP 2008-519902 A 2008.6.12

10

20

30

40

【化１０】

　本開示のアミン末端ポリアミドは、スキーム３で示すように、少なくとも１種のラクタ
ムを反応させることにより、形成できる：
　（スキーム３）
【００７０】

【化１１】

　本開示のアミン末端ポリアミドはまた、スキーム４で示すように、少なくとも１種のア
ミノ酸を反応させることにより、形成できる：
　（スキーム４）
【００７１】
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【化１２】

　本開示のアミン末端ポリアミドを形成するのに使用される具体的なモノマーは、アミン
末端ポリアミドおよび溶媒の溶液が、７００ｇ／Ｌ未満、特定の実施形態では、６００ｇ
／Ｌ未満の揮発性有機物含量（「ＶＯＣ」）を示すように、少なくとも１種の溶媒に溶解
性であるアミン末端ポリアミドを生成するように、選択できる。ＶＯＣとは、このアミン
末端ポリアミドおよび溶媒を含有する溶液または分散液中の揮発性有機溶媒の量を意味す
る。本明細書中で使用する「溶媒」には、有機物、水、共溶媒、およびそれらの混合物が
挙げられ、さらに、可溶化剤および／または分散剤を含み得る。特定の実施形態では、本
開示のアミン末端ポリアミドは、アルコール（例えば、１－プロパノール、イソプロパノ
ールおよびエタノール）、酢酸エチル、メチルエチルケトン、テトラヒドロフラン、キシ
レン、メチルイソブチルケトン、アセトン、１－メトキシ－２－プロパノール、アジピン
酸ジメチル、エチレングリコール、ジメチルホルムアミド、クロロホルム、ジアセトアミ
ド、ギ酸、メタ－クレゾール、および／またはそれらの混合物に溶解できる。特定の実施
形態では、本開示のアミン末端ポリアミドは、１－プロパノール、イソプロパノール、お
よび／またはエタノールに溶解できる。アミン末端ポリアミドはまた、界面活性剤含有水
溶液に溶解でき、これらは、界面活性剤、共溶媒、可溶化剤、および／または分散剤を含
み得る。
【００７２】
　本開示のアミン末端ポリアミドを形成するのに使用されるモノマーの相対量は、５００
ダルトン～１００，０００ダルトン、特定の実施形態では、５００ダルトン～２５，００
０ダルトン、特定の実施形態では、５００ダルトン～５，０００ダルトンの範囲のアミン
末端ポリアミド生成物の数平均分子量を提供するように、選択できる。アミン末端ポリア
ミドの分子量分布の特性は、ゲル透過クロマトグラフィー方法により、決定できる。低分
子量アミン末端ポリアミドは、１種またはそれ以上の有機溶媒（例えば、本明細書中で開
示したもののいずれか）に溶解性であり得、従って、アミン末端ポリアミドを含有する溶
液は、それより高い分子量の樹脂と比較して、低いＶＯＣを有し得る。
【００７３】
　本開示の選択的に剥ぎ取り可能な塗装組成物は、一成分系（ａ　ｏｎｅ－ｐａｒｔ　ｓ
ｙｓｔｅｍ）として、少なくとも１種のアミン末端ポリアミドおよび溶媒を含有できる。
一成分系は、溶媒に溶解および／または分散された本開示のアミン末端ポリアミドを含有
できる。一成分系は、必要に応じて、添加剤および／または充填剤を含有できる。この一
成分系の固形分含量は、この一成分系の全重量に基づいて、１パーセント～５０パーセン
トの範囲であり得る。一成分系を使用して形成される選択的に剥ぎ取り可能な被覆は、架
橋され得ないか、あるいは、内部架橋され得る。
【００７４】
　選択的に剥ぎ取り可能な塗装組成物は、少なくとも１種のアミン末端ポリアミドと、こ
のアミン末端ポリアミドの末端アミン基と反応できる少なくとも１種のエポキシ硬化剤と
を含有する。有用なエポキシ硬化剤には、例えば、ヒダントインジエポキシド、ビスフェ
ノール－Ａのジグリシジルエーテル（例えば、Ｓｈｅｌｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌから市販さ
れているＥＰＯＮ　８２８）、ビスフェノール－Ｆエポキシドのジグリシジルエーテル、
ノボラック型エポキシド（例えば、Ｓｈｅｌｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌから市販されているＤ
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ＥＮ　４３１）、他のエポキシ化不飽和およびフェノール性樹脂、およびそれらの混合物
が挙げられる。使用されるアミン末端ポリアミドに依存して、この塗装組成物は、硬化剤
または硬化剤混合物の化学量論量（アミン：エポキシドの比）の９０パーセント～１５０
パーセント、特定の実施形態では、９５パーセント～１２５パーセントを構成できる。
【００７５】
　本開示の塗装組成物は、塗布前に、二成分調合物を混合することにより、調製でき、こ
こで、第一成分は、少なくとも１種のアミン末端ポリアミドを含有し、そして第二成分は
、少なくとも１種のエポキシ硬化剤を含有する。第一成分は、溶媒または溶媒混合物に溶
解および／または分散された本開示のアミン末端ポリアミド（本明細書中で開示されたも
ののいずれかを含めて）を含有できる。第一成分は、必要に応じて、添加剤および／また
は充填剤を含有できる。第一成分の固形分含量は、第一成分の全重量に基づいて、１パー
セント～５０パーセントの範囲であり得る。特定の実施形態では、第一成分の固形分含量
は、３０パーセント～４０パーセントの範囲であり得る。第二成分は、溶媒に溶解および
／または分散されたエポキシ硬化剤を含有でき、また、必要に応じて、充填剤および／ま
たは添加剤を含有できる。第二成分の固形分含量は、第二成分の全重量に基づいて、１パ
ーセント～１０パーセントの範囲であり得る。
【００７６】
　これらの２つの成分は、使用前に、別々に保存される。塗装組成物を表面に塗布する直
前に、これらの２つの成分は、架橋され硬化された塗装組成物（これは、目的の用途に適
当な機械的、化学的および／または物理的統合性を与え得る）を生成するのに十分な比で
、混ぜ合わせることができる。これらの２つの成分の適当な比はまた、所望の硬化時間、
およびアミン末端ポリアミドの反応性アミン基とエポキシ硬化剤の反応性エポキシ基との
化学量論により、決定できる。例えば、特定の実施形態では、本開示の塗装組成物を形成
するのに使用される第一成分および第二成分の相対量は、４：１～１：１０の範囲のアミ
ン末端ポリアミド：エポキシ硬化剤の比を提供するように、選択できる。特定の実施形態
では、アミン末端ポリアミド：エポキシ硬化剤の比は、４：１～１：１の範囲であり、特
定の実施形態では、２．５：１～１．５：１の範囲である。
【００７７】
　塗装組成物は、少なくとも１種の溶媒を含有できる。溶媒は、水性溶媒、有機溶媒、共
溶媒、またはそれらの混合物であり得る。有用な有機溶媒の例には、脂肪族溶媒、芳香族
および／またはアルキル化芳香族溶媒（例えば、トルエン、キシレン、およびＳＯＬＶＥ
ＳＳＯ　１００）、アルコール（例えば、イソプロパノール）、エステル、ケトン、グリ
コールエーテル、グリコールエーテルエステル、およびそれらの混合物が挙げられる。溶
媒は、さらに、可溶化剤および／または分散剤を含有できる。この塗装組成物には、適当
な場合、塗装組成物の表面への塗布を容易にするために、任意の量の追加溶媒が含有でき
る。
【００７８】
　特定の実施形態では、このアミン末端またはエポキシ硬化剤を含む成分に含有される溶
媒に加えて、溶媒は、塗布の直前に他の成分と混合される追加成分として、使用できる。
【００７９】
　本開示の塗装組成物は、色を付けるために、１種またはそれ以上の染料および／または
顔料を含有できる。本開示の未硬化塗装組成物は、金属性顔料、無機顔料（例えば、二酸
化チタン）、タルク、マイカ、酸化鉄、酸化鉛、酸化クロム、クロム酸鉛、および／また
はカーボンブラックを含有できる。塗装組成物は、導電性顔料（例えば、導電性カーボン
ブラック）および／または炭素フィブリルを含有できる。本開示の塗装組成物は、さらに
、表面被覆を形成する当該技術分野で周知の他の物質（例えば、可塑剤、界面活性剤、流
動制御剤、湿潤剤、触媒、この組成物のレオロジー特性を制御および／または変更する試
薬、チキソトロープ剤、充填剤、ガス発生防止剤、殺ウドンコ病菌剤および殺菌剤、酸化
防止剤、ＵＶ光吸収剤、有機共溶媒、追加塗膜形成重合体、重合体微粒子、触媒、および
／または他の通常の添加剤）を含有できる。特定の実施形態では、これらの任意の溶媒、
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顔料および／または添加剤は、この塗装組成物の固形分の全重量に基づいて、約４０重量
パーセントまでで、存在できる。当該技術分野で標準的なこれらの添加剤または他の添加
剤のいずれかは、２成分調合物の第一および／または第二成分に含有できる。
【００８０】
　特定の実施形態では、本開示の選択的に剥ぎ取り可能な中間塗装組成物は、低いＶＯＣ
を有し得る。例えば、特定の実施形態では、塗装組成物は、７００ｇ／Ｌ未満、特定の実
施形態では、６００ｇ／Ｌ未満のＶＯＣを有し得る。
【００８１】
　本開示の塗装組成物は、塗膜形成組成物であり得る。「塗膜形成」とは、その被覆が、
室温または高温で硬化して溶媒を除去すると、基板の少なくとも水平面に、自己支持連続
塗膜を形成できる特性を意味する。
【００８２】
　本開示の塗装組成物は、上に横たわる被覆のストリッパーによる選択的な剥ぎ取りを容
易にするために、下に横たわる被覆（これはまた、本明細書中にて、ベースコートと呼ば
れる）と上に横たわる被覆との間の中間被覆として配置できる。そういうものとして、本
開示の塗装組成物は、選択的に剥ぎ取り可能な中間被覆として、使用できる。本明細書中
で使用する「選択的に剥ぎ取り可能な」とは、下に横たわる被覆と上に横たわる被覆との
間の中間被覆として使用するとき、上に横たわる被覆および中間被覆の両方が、上に横た
わる被覆にストリッパーを適用したとき、下に横たわる被覆を除去することなく除去でき
る特性を意味する。上に横たわる被覆の外面へのストリッパーの適用に続いて、このスト
リッパーは、中間被覆を溶解および／または膨潤させ、そして下に横たわる被覆から剥離
できる。次いで、上に横たわる被覆および中間被覆は、例えば、ストリッパーを取り除く
のと同時に、拭い取りおよび／または溶媒または溶液の噴霧により、容易に除去できる。
上に横たわる被覆および中間被覆を下に横たわる被覆から選択的に剥ぎ取ったとき、下に
横たわる被覆は、処理でき、そして１層またはそれ以上の新たな塗装層が塗布できる。特
定の塗装組成物が選択的な剥ぎ取り性を示す性能は、例えば、一定時間にわたって塗装組
成物をストリッパーに浸漬することにより、そして塗装組成物の重量増加または減少を測
定することにより、決定できる。高い選択的剥ぎ取り性を示す塗装組成物は、ストリッパ
ーに浸漬することに続いて、高い重量増加を示す。
【００８３】
　特定の実施形態では、下に横たわる被覆層は、硬化されたプライマー被覆または硬化さ
れたアンダーコートであり得る。下に横たわる被覆は、例えば、エポキシ－アミン樹脂、
エポキシ－ポリアミド樹脂、ポリウレタン樹脂、または塗装組成物を含有できる。プライ
マー被覆の例には、アミノ官能性硬化剤（例えば、アミノ官能性ポリアミドおよび／また
は芳香脂肪族（ａｒａｌｉｐｈａｔｉｃ）ジアミン）で硬化されるエポキシ樹脂をベース
にしたもの、および架橋ポリウレタンが挙げられる。プライマー被覆は、耐食性顔料（例
えば、クロメート、ホスフェート、ホスホネートまたはモリブデート）を含有でき、およ
び／または１種またはそれ以上の他の顔料および／または充填剤を含有し得る。プライマ
ー被覆は、有機溶媒中の溶液または分散液から塗布できるか、あるいは、高固形分または
溶媒なし組成物であり得るか、あるいは、水性組成物として塗布できる。エポキシ－アミ
ン系プライマーには、クロメートエポキシ－アミン系プライマー（例えば、ＤＥＳＯＰＲ
ＩＭＥ　ＨＳ　ＣＡ　７７００／ＣＡ）、非クロメートプライマー（例えば、「ＤｅＳｏ
ｔｏ　Ｍｉｌｉｔａｒｙ　Ｐｏｌｙａｍｉｄｅ　Ｐｒｉｍｅｒ、５１３」、および非クロ
メート水媒介エポキシプライマー（例えば、「ＤｅＳｏｔｏ　Ｍｉｌｉｔａｒｙ　Ｗａｔ
ｅｒ－Ｂｏｒｎｅ　Ｐｒｉｍｅｒ」）が挙げられ、これらの各々は、ＰＲＣ－ＤｅＳｏｔ
ｏ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ，Ｉｎｃ．から市販されている。
【００８４】
　特定の実施形態では、上に横たわる被覆は、トップコートであり得、そしてポリウレタ
ン樹脂を含有できる。特に、航空機またはエアロスペースビークル被覆用のトップコート
は、ポリウレタン（例えば、ポリエステル－ウレタン）であり得るが、他の硬化可能被覆
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（例えば、ポリエステル、フルオロ重合体またはアクリル重合体被覆（これは、例えば、
オキサゾリジン官能性アクリル重合体をベースにしている））が使用できる。ポリウレタ
ントップコートの例には、ＤＥＳＯＴＨＡＮＥ　ＨＳ　ＣＡ８０００ポリウレタントップ
コート（これは、ＰＲＣ－ＤｅＳｏｔｏ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ，Ｉｎｃ．から市
販されている）のいずれかが挙げられる。トップコートは、例えば、２種または３種の共
に反応性の成分を含む硬化可能被覆であり得、これらの成分は、通常、別々に包装され、
そして（例えば、ツイン－フィードスプレー（ｔｗｉｎ－ｆｅｅｄ　ｓｐｒａｙ）により
）塗布時に、あるいは塗布の直前に、混合される。トップコートは、例えば、有機溶媒溶
液から、水および／または有機溶媒中の分散液から、あるいは、可溶化剤および／または
分散剤を含有する水溶液または分散液から、塗布できる。
【００８５】
　本開示の塗装組成物は、選択的に剥ぎ取り可能な中間被覆、および選択的に剥ぎ取り可
能な多層被覆を形成するのに使用できる。特定の実施形態では、選択的に剥ぎ取り可能な
多層被覆は、順次、基板（例えば、航空機またはエアロスペースビークルの金属表面）に
硬化可能プライマー被覆を塗布し、このプライマー被覆を硬化させ、本開示の少なくとも
１種のアミン末端ポリアミドおよび少なくとも１種のエポキシ硬化剤から形成される中間
被覆を塗布し、この中間被覆を硬化させ、そしてトップコートを塗布して硬化させること
により、形成できる。特定の実施形態では、この選択的に剥ぎ取り可能な中間被覆は、プ
ライマー被覆以外の被覆層とトップコートとの間に配置できる。例えば、多層被覆は、プ
ライマー被覆、内部被覆層（これは、このプライマー被覆の上に配置されている）、選択
的に剥ぎ取り可能な中間被覆（これは、この内部被覆層の上に配置されている）、および
トップコート（これは、この選択的に剥ぎ取り可能な中間被覆の上に配置されている）を
含み得る。多層被覆では、この選択的に剥ぎ取り可能な中間被覆層は、この内部被覆層か
らのトップコートの選択的な剥ぎ取りを容易にする。内部被覆は、例えば、層間接着性を
高める被覆であり得る。この多層被覆は、任意数の個々の被覆層と、１層またはそれ以上
の選択的に剥ぎ取り可能な被覆とを含み得る。特定の実施形態では、特定の選択的に剥ぎ
取り可能な被覆の下または上に、１層またはそれ以上の被覆層が配置できる。特定の実施
形態では、選択的に剥ぎ取り可能な被覆は、トップコートに隣接して、下に横たわり得る
。
【００８６】
　下に横たわる被覆またはベースコート（例えば、プライマー被覆）は、当業者により使
用される任意の方法により、基板に塗布でき、引き続いて、硬化できる。本開示の選択的
に剥ぎ取り可能な塗装組成物は、プライマー被覆が「粘着性がない」か「指触乾燥状態に
なった」後、プライマー被覆に塗布できる。本明細書中で使用する「粘着性がない」およ
び「指触乾燥状態になる」とは、その塗装組成物に触れてももはや粘り気がないことを意
味する。特定の実施形態では、選択的に剥ぎ取り可能な塗装組成物は、下に横たわる被覆
（例えば、プライマー被覆）が部分的または完全に硬化した後、塗布できる。典型的なプ
ライマー被覆の硬化時間は、２時間～２４時間の範囲であり得る。硬化されたプライマー
被覆は、本開示の選択的に剥ぎ取り可能な中間塗装組成物を塗布する前に、微粒子および
表面塗膜を除去できる任意の方法により、処理できる。例えば、特定の実施形態では、こ
の表面は、揮発性溶媒（例えば、エタノール、メタノール、ナフサ、ミネラルスピリット
、メチルイソブチルケトン、メチルエチルケトン、アセトン、または他の適当な溶媒）を
保持する糸屑なし織物（ｌｉｎｔ　ｆｒｅｅ　ｆａｂｒｉｃ）を使用して、溶媒で拭うこ
とができる。特定の実施形態では、市販の洗浄溶媒（例えば、ＤＥＳＯＣＬＥＡＮ　１２
０（ＰＲＣ－ＤｅＳｏｔｏ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ，Ｉｎｃ．））が使用できる。
【００８７】
　選択的に剥ぎ取り可能な中間被覆は、少なくとも一部は、使用する溶媒および固形分含
量に依存して、任意の適当な方法により、塗布できる。例えば、選択的に剥ぎ取り可能な
中間被覆は、はけ塗り、噴霧、浸漬、ロール塗り、流し塗りなどより、塗布できる。噴霧
方法には、圧縮空気噴霧および静電噴霧が挙げられ、そして手動方法および自動方法が含
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まれる。本明細書中で開示した選択的に剥ぎ取り可能な中間塗装組成物のＶＯＣ含量が低
いために、これらの組成物は、噴霧塗装に特に適当となる。
【００８８】
　選択的に剥ぎ取り可能な中間被覆は、任意の適当な下に横たわる被覆（これは、下に横
たわる被覆からのトップコートおよび中間被覆の選択的な剥ぎ取りを容易にする）に塗布
できる。特定の実施形態では、選択的に剥ぎ取り可能な中間被覆の乾燥膜厚は、０．０５
ミル～１ミルの範囲、特定の実施形態では、０．２ミル～０．５ミルの範囲であり得る。
【００８９】
　表面または被覆への選択的に剥ぎ取り可能な中間被覆の塗布に続いて、この中間被覆は
、乾燥できる。選択的に剥ぎ取り可能な中間被覆は、溶媒担体を蒸発させるのに十分な時
間であって、十分な接着特性を発揮するのに十分な時間にわたって、乾燥できる。十分な
接着特性は、一般に、被覆が「粘着性がない」か「指触乾燥状態になる」ときに、発揮で
きる。特定の選択的に剥ぎ取り可能な中間被覆を乾燥する時間は、少なくとも一部は、塗
布する溶媒の量、中間被覆の厚さ、その溶媒の蒸気圧、温度、湿度、および／または表面
における空気流れに依存し得る。特定の実施形態では、選択的に剥ぎ取り可能な中間被覆
は、上に横たわる被覆（例えば、選択的に剥ぎ取り可能な中間被覆の上に塗布されたトッ
プコート）が乾燥および湿潤接着性試験に合格するとき、十分な接着特性を発揮し得る。
例えば、選択的に剥ぎ取り可能な中間被覆は、中間コートの上に塗布されたトップコート
が、トップコートを室温で１時間硬化した後、ＢＳＳ　７２２５仕様に従った平行４５度
スクライブ試験に合格するとき、十分な接着性を発揮する。特定の実施形態では、本開示
の選択的に剥ぎ取り可能な中間被覆は、粘着性がないとき、乾燥している。特定の実施形
態では、本開示の中間塗装組成物は、塗布に続いて２時間～２４時間以内に、乾燥する。
トップコートは、選択的に剥ぎ取り可能な中間被覆が十分な粘着性を発揮した後（これは
、選択的に剥ぎ取り可能な中間被覆の塗布に続いて少なくとも１８時間であり得る）、塗
布できる。選択的に剥ぎ取り可能な中間被覆が乾燥して十分な接着特性を発揮した後、例
えば、この被覆が「粘着性がない」か「指触乾燥状態になる」とき、選択的に剥ぎ取り可
能な中間被覆には、１層またはそれ以上のコート（例えば、本明細書中で開示したものの
いずれかを含めて）が塗布できる。
【００９０】
　トップコートは、任意の適当な塗装方法（例えば、本明細書中で開示したもの）を使用
して、この中間被覆に塗布できる。これらの１層またはそれ以上のトップコートの各々は
、任意の適当な乾燥膜厚まで、塗布できる。例えば、特定の実施形態では、ポリウレタン
トップコートの乾燥膜厚は、０．２５ミル～５ミル、特定の実施形態では、０．５ミル～
４ミル、特定の実施形態では、０．５ミル～２ミルの範囲であり得る。トップコートは、
推奨された手順（周囲温度での手順を含めて）に従って、硬化できる。トップコートの硬
化時間は、例えば、４時間～７日間の範囲であり得る。
【００９１】
　特定の実施形態では、トップコート組成物は、硬化可能ポリウレタン塗装組成物を含有
できる。特定の表面（例えば、航空機またはエアロスペースビークルの表面）を仕上げお
よび再仕上げするのに使用されるトップコートは、硬度、耐水性および溶媒耐性を示し、
塗布が容易であり、および／または高光沢を有する塗膜を生じることが有用であり得る。
ヒドロキシル官能性重合体（例えば、ポリエステルまたはアクリル重合体）およびポリイ
ソシアネートを含有する塗装組成物は、これらの用途に使用できる。二成分ポリウレタン
塗装組成物は、１成分にて、有機ポリイソシアネート（これは、本明細書中にて、時には
、「イソシアネート成分」と呼ばれる）、そして第二成分にて、ヒドロキシル含有重合体
（例えば、ポリエステルポリオール、ポリエーテルポリオールまたはヒドロキシル含有ア
クリル重合体）を含有し得る。この第二成分は、本明細書中にて、時には、「ポリオール
成分」と呼ばれる。これらの２つの成分は、塗布の直前まで、別々に保存される。塗布後
、このポリイソシアネートおよび重合体ポリオールは、反応して、硬化ポリウレタン被覆
を形成する。このヒドロキシル官能性重合体とポリイソシアネートとの間の反応は、室温
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で起こり、この反応を速めるために、触媒が加えられ得る。他の成分（例えば、顔料、溶
媒、触媒、添加剤など）は、これらの２つの成分のいずれかに調合できる。二成分ポリウ
レタン被覆および接着剤は、公知であり（例えば、米国特許第４，３４１，６８９号を参
照のこと）、そして市販されている。市販の二成分ポリウレタン塗装組成物の一例には、
ＤＥＳＯＴＨＡＮＥ　ＣＡ８０００（ＰＲＣ－ＤｅＳｏｔｏ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａ
ｌ，Ｉｎｃ．，Ｂｕｒｂａｎｋ，Ｃａｌｉｆｏｒｎｉａ）がある。
【００９２】
　単一成分湿気硬化（ｍｏｉｓｔｕｒｅ　ｃｕｒｉｎｇ）ポリウレタン組成物もまた、高
品質の被覆を製造するために、使用できる。湿気硬化ポリウレタン重合体は、化学量論的
に過剰な有機ポリイソシアネートと重合体ポリオール（例えば、ポリエステルポリオール
、ポリエーテルポリオールまたはヒドロキシル含有アクリル重合体）とを反応させてポリ
イソシアネート重合体を形成することにより、調製できる。このポリイソシアネート重合
体は、溶媒、顔料、添加剤などと共に調合でき、この塗装組成物が形成される。市販の湿
気硬化ポリウレタン被覆の一例には、ＤＥＳＭＯＤＵＲ　Ｅ　ポリイソシアネート（Ｂａ
ｙｅｒ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ，Ｐｉｔｔｓｂｕｒｇｈ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）
がある。
【００９３】
　二成分および単一成分ポリウレタン塗装組成物は、水ベースまたは有機溶媒ベースの調
合物として、提供できる。特定の実施形態では、この有機溶媒は、脂肪族または芳香族炭
化水素（例えば、トルエンまたはキシレン）、アルコール（例えば、ブタノールまたはイ
ソプロパノール）、エステル（例えば、酢酸ブチルまたは酢酸エチル）、ケトン（例えば
、アセトン、メチルイソブチルケトン、またはメチルエチルケトン）、エーテル、エーテ
ル－アルコール、またはエーテル－エステル、または前述のもののいずれかの混合物であ
り得る。ポリウレタン塗装組成物は、単一種のポリウレタン重合体を含有でき、あるいは
異なる種類のポリウレタン重合の混合物を含有できる。
【００９４】
　トップコートを硬化した後、トップコートは、中間被覆に接着する。トップコートをス
トリッパーで処理したとき、トップコートおよび選択的に剥ぎ取り可能な中間被覆は、膨
潤し、続いて、下に横たわる被覆（例えば、プライマー被覆）から、選択的に剥ぎ取り可
能な中間被覆およびトップコートが剥離する。次いで、トップコートおよび選択的に剥ぎ
取り可能な中間層は、例えば、低圧の水噴霧により、プライマー被覆から持ち上がって剥
がれ、そして脱落できるか、および／または除去できる。トップコートおよび選択的に剥
ぎ取り可能な中間被覆は、このプライマーを何ら除去することなく、このストリッパーの
適用後、一般に、１０分間～５時間以内、通常、０．５時間～２時間以内に、除去できる
。プライマー被覆は、塗料ストリッパーにより、膨潤または変色され得るが、トップコー
トと共に除去に抵抗でき、そして基板に接着し続ける。本開示の選択的に剥ぎ取り可能な
中間被覆は、ストリッパーで処理されたトップコートの全部または一部だけが除去できる
とき、トップコートの剥ぎ取りを容易にする。
【００９５】
　航空機またはエアロスペースビークル被覆（特に、ポリウレタントップコート）を剥ぎ
取るのに使用されるストリッパーは、ベンジルアルコールおよびギ酸の十分に濃縮された
混合物であり得る。代替ストリッパーには、アルカリ濃縮ベンジルアルコール水溶液、あ
るいは塩化メチレンおよびフェノールをベースにしたストリッパー（これらは、主に、特
定のフルオロ重合体およびアクリルトップコートを剥ぎ取るのに、使用される）が挙げら
れる。市販のベンジルアルコールストリッパーの例には、Ｅ－２０１２Ａ（これは、Ｃｅ
ｅＢｅｅ　Ａｖｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓから市販されている、３０パーセント～
５０パーセントのベンジルアルコール、０．５パーセント～５パーセントのケイ酸ナトリ
ウム、５パーセント～１５パーセントのアニソールおよび０．５パーセント～５パーセン
トのナフサ溶媒を含有する組成物）、およびＴＵＲＣＯ　１２７０－５（これは、ＥＬＦ
　Ａｔｏｃｈｅｍから市販されている）が挙げられる。非ベンジルアルコール系ストリッ
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パーもまた、選択的に剥ぎ取り可能な本開示の塗装組成物と併用できる。例えば、エチル
セルロース系ストリッパー（例えば、Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ－Ｔｅｃｈ　Ｃｏａｔｉｎｇｓ
，Ｉｎｃ．，ＢＣ，Ｃａｎａｄａから市販されているＥＦＳ－２５００）。
【００９６】
　少なくとも１種のポリウレタントップコートおよび選択的に剥ぎ取り可能な中間被覆を
含有する多層被覆の接着性は、任意の適当な方法により、決定できる。例えば、接着性は
、ＢＳＳ　７２２５（Ｂｏｅｉｎｇ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｓ
ｔａｎｄａｒｄ）に従った乾燥接着性試験、７日間湿潤接着性試験、および／または３６
日間湿潤接着性試験により、決定できる。これらの被覆の接着特性を評価するために、回
転アーム雨浸食耐性試験（Ｗｈｉｒｌｉｎｇ　Ａｒｍ　Ｒａｉｎ　Ｅｒｏｓｉｏｎ　Ｒｅ
ｓｉｓｔａｎｃｅ　Ｔｅｓｔ）（ＢＳＳ　７２２５）もまた、使用できる。多層被覆の溶
媒耐性は、例えば、スカイドロール（Ｓｋｙｄｒｏｌ）溶媒耐性試験（ＢＭＳ３－１１）
を使用して、決定できる。前述の試験方法は、本明細書中で記述されている。
【実施例】
【００９７】
　本開示の実施形態は、以下の実施例を参照して、さらに規定できるが、これらの実施例
は、本開示の化合物および組成物の調製ならびに本開示の化合物および組成物を使用する
アッセイを詳細に記述する。本開示の範囲から逸脱することなく、材料および方法の両方
に対して、多くの変更が実行され得ることは、当業者に明らかである。
【００９８】
　（接着性試験）
　乾燥接着性試験、湿潤接着性試験および回転アーム雨浸食耐性試験方法を使用して、本
明細書中で開示した被覆、中間層、トップコートおよび多層被覆の接着性を評価した。
【００９９】
　ＢＳＳ　７２２５（Ｂｏｅｉｎｇ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｓ
ｔａｎｄａｒｄ）で記載された手順を使用して、本明細書中で開示したポリウレタン被覆
の接着性を評価した。乾燥接着性試験（タイプＩ）試験では、試験片を、例えば、針で引
っかき、１インチ間隔の２本の平行した引っかき線（ｓｃｒｉｂｅｓ）と４５±５度の角
度でこの平行した引っかき線と交差している一本の引っかき線を作製した（ＢＳＳ　７２
２５、Ｐａｒａｌｌｅｌ　Ｐｌｕｓ　４５　Ｄｅｇｒｅｅ　Ｓｃｒｉｂｅｓ－Ｃｌａｓｓ
　３）。ＡＳＴＭ　Ｄ　３３０、Ｍｅｔｈｏｄ　Ａに従って試験したとき、６０オンス／
インチの幅の最小剥離強度を有するゴムまたはアクリル接着剤を有する１インチ幅保護テ
ープを、平行引っかき線と垂直に、引っかいた試験片の表面に対して（この平行引っかき
線間の領域の４５度の引っかき線を覆うように）押し付けた。１回の急激な動きで、この
テープを試験片に対して垂直に引っ張った。次いで、あらゆる取り除かれた被覆について
、試験領域およびテープを検査した。この接着性試験に合格する被覆は、ＢＳＳ　７２２
５において、等級１０および９で示される場合、それぞれ、これらのスクライブから離れ
る被覆損失がないか、被覆損失が非常に僅かであることを示す。等級１０は、これらのス
クライブに沿った塗料の損失がないことに相当し、そして等級９は、これらのスクライブ
から離れる塗料損失が非常に僅かであることに相当する。ＢＳＳ　７２２５で規定される
等級１～８に相当する結果は、接着不良である。
【０１００】
　ＢＳＳ　７２２５、湿潤接着性浸漬方法（タイプＩＩＩ）で記載された手順を使用して
。この中間層およびトップコートの湿潤接着性を評価した。試験片を、７日間または３６
日間のいずれかにわたって、蒸留水に浸けた。指定時間の最後に、これらの試験片を水か
ら取り出し、拭って乾かし、上記乾燥接着性試験について記載したように、その被覆の接
着性を評価した。
【０１０１】
　これらの中間層およびトップコートの接着性はまた、回転アーム雨浸食耐性試験を使用
して、評価した。３インチ×６インチ×０．０３２インチの寸法の曲箔形状のＡｌｕｍｉ
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ｎｕｍ　２０２４－Ｔ３試験パネルを、ＭＩＬ－Ｃ－５５４１　Ｃｌａｓｓｌ　Ａに従っ
て、クロメート転換塗装（ｃｈｒｏｍａｔｅ　ｃｏｎｖｅｒｓｉｏｎ　ｃｏａｔｉｎｇ）
で前処理した。次いで、試験パネルを溶媒で拭い、そして被覆の塗布前に、乾燥した。こ
れらの被覆を塗布して乾燥した後、これらの試験パネルを、試験前に、２５℃で、１６～
２４時間にわたって、水に浸けた。水から取り出した後、１時間以内に、これの試験パネ
ルを、回転アーム取付具に固定した。次いで、これらの試験片を、３８５マイル／時間、
３～４インチ／時間の水スプレー（これは、１～４ｍｍの液滴サイズで特徴付けられる）
に３０分間晒した。その試験パネルの前縁から０．２５インチを超えて被覆が剥離したと
き、不良と見なす。
【０１０２】
　（スカイドール溶媒耐性試験）
　７０℃で、最低３０日間にわたって、多層被覆を有する試験パネルをスカイドールジェ
ット航空燃料（ＬＤ４または５００Ｂ）に浸漬することにより、スカイドール溶媒耐性試
験を実行する。多層被覆を有する試験パネルを取り出し、そして乾燥する。次いで、この
多層被覆の鉛筆硬度を測定する。その鉛筆硬度が少なくとも「Ｈ」であるとき、多層被覆
は、スカイドール溶媒耐性試験に合格する。
【０１０３】
　（実施例１）
　スキーム５で示すように、アジピン酸ジメチルと２－メチルペンタメチレンジアミンと
を反応させることにより、アミン末端ポリアミドを形成した：
　（スキーム５）
【０１０４】
【化１３】

ここで、Ｍｅは、メチル基を表わし、そしてｐは、３～１７の整数であり得、特定の実施
形態では、ｐは、８または９であった。
【０１０５】
　２－メチルペンタメチレンジアミン（ＤｕＰｏｎｔから市販されているＤＹＴＥＫ　Ａ
　Ａｍｉｎｅ）３３．４７グラム（２８．８ｍｍｏｌ）とアジピン酸ジメチル（ＤｕＰｏ
ｎｔから市販されているＤＢＥ－６）４５．９９ｇ（２６．４ｍｍｏｌ）とを１４０℃～
１７０℃の温度で、３時間混合した。３時間後、液体１５．０６ｇを除去した。その混合
物を、１８０℃～２１０℃の温度で、さらに３時間反応させ、その時点で、液体０．２ｇ
をさらに除去した。このアミン末端ポリアミドを、２００℃～２１０℃の温度で、１時間
脱気した。種々の時間間隔において、窒素滴定により、反応生成物のアミン当量重量を測
定することにより、反応の進行をモニターした。このアミン末端ポリアミドの１５重量パ
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ーセントのイソプロパノール溶液は、１ポアズ未満の粘度を示した。
【０１０６】
　（実施例２）
　ベンジルアルコール系ストリッパーを使用するポリウレタントップコートの選択的除去
を容易にできる中間塗装組成物を形成するために、実施例１で調製したアミン末端ポリア
ミドを、二成分系に由来のビスフェノール－Ａエポキシ硬化剤と混ぜ合わせた。実施例１
で調製したアミン末端ポリアミド１５重量パーセント、溶媒ブレンド５５重量パーセント
および充填剤３０重量パーセントを混ぜ合わせることにより、このアミン末端ポリアミド
の分散液を調製して、第一成分を形成した。エポキシ硬化剤１２．３重量パーセントを溶
媒ブレンド８７．７重量パーセントに分散させることにより、エポキシ硬化剤の分散液を
調製して、第二成分を形成した。第一成分１０容量部と第二成分１容量部とを混ぜ合わせ
ることにより、中間塗装組成物を調製した。それにより形成された中間塗装組成物の粘度
は、１９秒（ＢＭＳ　１０－７２）であった。この中間塗装組成物は、５８０ｇ／ＬのＶ
ＯＣを有していた。この中間塗装組成物は、２４時間より長い有効ポット寿命を有してい
た。表面に塗布した後、この中間被覆を、周囲温度および湿度で約１８時間後、乾燥して
上塗りし、そして７日後に、完全に硬化した。
【０１０７】
　（実施例３）
　研磨したアルミニウム２０２４－Ｔ３試験パネルに、まず最初に、ＤＥＳＯＰＲＩＭＥ
　ＨＳ　ＣＡ　７７００／ＣＡ　７７５５エポキシプライマーＣ（これは、ＰＲＣ－Ｄｅ
Ｓｏｔｏ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ，Ｉｎｃ．から市販されている）を塗装し、そし
て５０℃で、少なくとも６時間硬化した。次いで、これらのエポキシプライマー被覆を、
メチルエチルケトン（「ＭＥＫ」）またはＤＥＳＯＣＬＥＡＮ　１２０（これは、ＰＲＣ
－ＤｅＳｏｔｏ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌから市販されている）溶媒拭いを使用して
、処理した。実施例２で記述したアミン末端ポリアミド成分１０容量部をエポキシ硬化剤
成分１部と混ぜ合わせることにより、中間塗装組成物を調製し、そして十分に混合した。
この塗装組成物を少なくとも５～１０分間にわたって、塗膜を形成するように硬化させた
後、このエポキシプライマー被覆上に、０．２ミル～０．２５ミルの範囲の乾燥膜厚まで
、この中間塗装組成物を噴霧塗装した。この中間塗装組成物を、２５℃で、少なくとも１
８時間硬化した。この中間被覆を硬化した後、ＣＡ８０００ポリウレタントップコート（
これは、ＰＲＣ－ＤｅＳｏｔｏ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌから市販されている）を塗
布し、そして少なくとも７日間硬化した後、統合性、薬品耐性および剥ぎ取り性について
試験した。
【０１０８】
　硬化した多層被覆は、乾燥接着性（ＢＳＳ　７２２５、Ｐａｓｓ　１０）、衝撃耐性（
Ｐａｓｓ、８０（前方／後方で））、耐水性（２５℃で３０日間（ＢＳＳ　７２２５）、
Ｐａｓｓ　９）およびスカイドロール耐性（７０℃で３０日間、Ｈの鉛筆硬度、引っかき
傷耐性、１，４００ｇ）試験に合格した。
【０１０９】
　塗装した試験パネルの一部を、ＴＵＲＣＯ　１２７０－５ベンジルアルコール系ストリ
ッパーで処理した。３０分後、このトップコートおよび中間被覆は膨潤し、そしてプライ
マー被覆から持ち上がって剥がれた。次いで、低圧の水洗浄を使用して、このトップコー
ト、中間被覆およびストリッパーを除去すると、この中間被覆は無傷で残った。
【０１１０】
　塗装した試験パネルの一部を、Ｅ－２０１２Ａベンジルアルコール系ストリッパーで処
理した。９０分後、このトップコートおよび中間被覆は膨潤し、そしてプライマー被覆か
ら持ち上がって剥がれた。次いで、低圧の水洗浄を使用して、このトップコート、中間被
覆およびストリッパーを除去すると、このエポキシプライマー被覆は無傷で残った。
【０１１１】
　（実施例４）
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　実施例３で記述した手順を使用して、選択的に剥ぎ取り可能な中間被覆としての実施例
２で記述した塗装組成物の使用を、表１で列挙した種類のプライマー被覆（これらの各々
は、ＰＲＣ－ＤｅＳｏｔｏ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ，Ｉｎｃ．から市販されている
）を使用して、評価した。硬化した多層被覆は、乾燥接着性（ＢＳＳ　７２２５、Ｐａｓ
ｓ　１０）、衝撃耐性（Ｐａｓｓ、８０（前方／後方で））、耐水性（２５℃で３０日間
（ＢＳＳ　７２２５）、Ｐａｓｓ　９）およびスカイドロール耐性（７０℃で３０日間、
Ｈの鉛筆硬度、引っかき傷耐性、１，４００ｇ）試験に合格した。このトップコートおよ
び中間被覆は、ベンジルアルコール系ストリッパーで処理した３０分後、選択的に剥ぎ取
り可能であった。
【０１１２】
　（表１）
【０１１３】
【化１４】

　本発明の他の実施形態は、本明細書の考察および本開示の実施により、当業者に明らか
となる。本明細書および実施例は、例示にすぎないと見なされ、本開示の真の範囲および
精神は、上記請求の範囲により示されると解釈される。
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